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たくましい
　　農業推進大会受賞者

ＪＡいみず野本店３階ホール

今月の表紙



　

平
成
28
年
２
月
10
日（
水
）午
後
６
時

30
分
よ
り
、
Ｊ
Ａ
い
み
ず
野
本
店
３
階

大
ホ
ー
ル
に
お
い
て
「
平
成
28
年
度
生

産
調
整
実
施
計
画
書
説
明
会
」
が
開
催

さ
れ
、
射
水
市
内
各
エ
リ
ア
営
農
組
合

の
代
表
者
、
関
係
機
関
等
、
約
１
５
０

名
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
催
者
を
代
表
し
て
射
水
市
農
業
再

生
協
議
会
副
会
長 

舟
木
康
眞
氏
の
挨

拶
の
後
、
説
明
会
に
入
り
ま
し
た
。
初

め
に
、
国
か
ら
富
山
県
、
射
水
市
、
射

水
市
農
業
再
生
協
議
会
へ
順
に
示
さ
れ

た
「
平
成
28
年
産
米
の
生
産
数
量
目
標

及
び
面
積
換
算
値
」
設
定
の
流
れ
と
、

従
来
通
り
各
エ
リ
ア
へ
一
律
配
分
さ
れ

る
こ
と
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
営
農
計
画
書
（
水
田
作
付
け

計
画
書
）
の
記
入
に
つ
い
て
農
業
共
済

セ
ン
タ
ー
よ
り
説
明
が
あ
り
「
平
成
28

年
度
産
米
・
大
豆
作
付
け
及
び
出
荷
契

約
数
量
の
調
査
書
」や「
水
田
の
地
番
ご

と
の
本
年
度
の
作
付
け
計
画
書
の
提
出

に
つ
い
て
」の
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
射
水
市
農
業
再
生
協
議
会

よ
り
平
成
27
年
度
の
助
成
金
（
産
地
交

付
金
）
の
取
組
状
況
と
補
助
の
対
象
内

容
、
交
付
時
期
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

　

次
に
、
当
農
協
営
農
部
竹
内
哲
二
次

長
よ
り
平
成
28
年
産
備
蓄
米
・
加
工
用

米
の
実
施
方
針
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
備
蓄
米
と
加
工

用
米
の
価
格
差
に
つ
い
て
は
、
27
年
産

の
異
例
な
価
格
の
低
下
が
あ
り
今
後
の

備
蓄
米
制
度
が
円
滑
に
行
え
な
い
と

し
、
今
後
両
制
度
の
取
組
み
に
つ
い
て

は
生
産
者
間
で
格
差
が
で
な
い
よ
う
に

共
同
計
算
を
行
う
。
極
力
、
備
蓄
米
と

加
工
用
米
の
価
格
差
を
是
正
さ
せ
る
方

針
で
進
め
る
こ
と
を
説
明
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
平
成
28
年
度
飼
料
用
米
の

取
組
み
に
つ
い
て
は
、
多
収
性
品
種
の

種
子
の
確
保
が
難
し
い
こ
と
や
、
販
売

先
の
確
保･

対
応
等
が
困
難
な
た
め
平

成
28
年
産
に
お
い
て
は
取
扱
わ
な
い
方

針
で
あ
る
こ
と
を
説
明
し
ま
し
た
。

　

質
疑
応
答
後
、
平
成
28
年
度
営
農
計

画
策
定
と
需
給
調
整
の
確
実
な
実
施
に

つ
い
て
協
力
を
お
願
い
し
閉
会
し
ま
し
た
。

平
成
28
年
度

生
産
調
整
実
施
計
画
書
説
明
会
開
催

３　いみず野だより いみず野だより　２

た
く
ま
し
い
農
業
推
進
大
会

●応募資格　射水市及び周辺地域在住者で、平成 29 年３月末までに
　　　　　　大学を卒業見込みの者、及び卒業者
●募集人数　若干名
●試験会場　ＪＡいみず野  本店
●試験日時　平成 28 年６月３日（金）
●お問い合わせ・申し込み先　
　ＪＡいみず野本店　総務課　射水市北野 1555-1　TEL（0766）52-0023
　  ※試験・応募書類についての詳細は、募集要項に記載されていますので、上記までお問い合わせ下さい。

平成29年４月採用の職員採用試験を次の通りに実施致します。　　　　　　　　

応募期間

●
優
良
生
産
団
体
表
彰

　（
農
）布
目
沢
営
農

　
　
　
　
　
　
　（
南
郷
支
店
）

　（
農
）下
条
営
農
組
合

　
　
　
　
　
　
　（
南
郷
支
店
）

　（
農
）フ
ァ
ー
ム
つ
ば
た
え

　
　
　
　
　
　（
新
湊
南
支
店
）

　
稲
積
生
産
部
　（
小
杉
支
店
）

●
優
良
指
導
者
・
生
産
者
表
彰

　
石
黒
　
栄
一
さ
ん

　
　
　
　
　
　（
三
島
野
支
店
）

　
小
西
　
邦
男
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　（
南
郷
支
店
）

　
荒
木
　
龍
憲
さ
ん 

　
　
　
　
　
　
　（
南
郷
支
店
）

　
田
中
　
智
浩
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　（
東
部
支
店
）

●
生
産
組
合
長
感
謝
状

　
坂
井
　
敏
章
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　（
小
杉
支
店
）

　
大
森
　
正
俊
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　（
小
杉
支
店
）

　
坂
井
　
定
さ
ん

　
　
　
　
　
　（
太
閤
山
支
店
）

　
堀
　
　
保
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　（
大
島
支
店
）

　
堀
　
　
越
雄
さ
ん

　
　
　
　
　
　（
新
湊
南
支
店
）

　

２
月
４
日（
木
） 

午
後
２
時
よ
り
Ｊ
Ａ

い
み
ず
野
本
店
３
階
大
ホ
ー
ル
に
お
い
て

「
た
く
ま
し
い
農
業
推
進
大
会
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
開
会
で
は
、
主
催
者
を
代

表
し
て
当
農
協
水
元
睦
雄
組
合
長
が
「
昨

年
の
異
常
気
象
や
圃
場
で
の
カ
メ
ム
シ
被

害
等
病
害
虫
発
生
の
中
、
皆
様
方
の
栽
培

管
理
の
ご
苦
労
に
よ
り
、
水
稲
は
作
況
指

数
１
０
３
、
単
収
５
８
４
㎏
と
平
年
並
み

の
収
量
と
な
り
、
大
麦
も
単
収
２
３
０
㎏

大
豆
は
単
収
２
４
１
㎏
と
平
年
作
と
な
っ

た
こ
と
を
報
告
し
て
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平

洋
連
携
協
定
）
が
昨
年
10
月
の
大
筋
合
意

を
背
景
に
農
業
環
境
を
め
ぐ
る
情
勢
は
、

予
断
を
許
さ
な
い
現
況
で
あ
る
が
農
業
者

の
立
場
か
ら
農
業
関
係
機
関
と
の
協
調
し

た
運
動
を
繰
り
広
げ
て
行
き
た
い
」
と
挨

拶
を
述
べ
ま
し
た
。

　

次
に
農
事
功
労
表
彰
が
行
わ
れ
優
良
生

産
団
体
と
し
て
４
団
体
・
優
良
生
産
者
と

し
て
４
名
・
生
産
組
合
長
感
謝
状
と
し
て

５
名
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
夏
野
元
志
射
水
市
長
、
津
田

信
人
射
水
市
議
会
議
長
、
荒
屋
健
治
富
山

県
高
岡
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
所
長
が
祝
辞

を
述
べ
ら
れ
、
特
別
講
演
で
は
、「
米
政

策
の
見
通
し
と
そ
の
対
応
」「
早
生
品
種

に
お
け
る
斑
点
米
被
害
の
多
発
要
因
と
次

年
度
対
策
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
講
演
が
あ

り
、
次
に
、
土
壌
分
析
の
結
果
と
土
づ
く

り
に
つ
い
て
富
山
県
高
岡
農
林
振
興
セ
ン

タ
ー
よ
り
事
例
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

出
席
の
皆
さ
ん
は
熱
心
に
聞
い
て
お
ら

れ
ま
し
た
。

　

富
山
県
農
業
振
興
賞
の
表
彰
式
が
２
月
16
日 

（
火
）、
県
庁
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
い

み
ず
野
農
協
本
店
に
お
い
て
受
賞
の
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。
こ
の
賞
は
、
農
業
の
生
産
技
術
の

向
上
や
優
秀
な
成
果
を
収
め
ら
れ
た
生
産
者
の

努
力
を
た
た
え
贈
ら
れ
る
賞
で
農
業
振
興
の
波

及
を
期
待
し
贈
ら
れ
る
も
の
で
す
。

　

Ｊ
Ａ
い
み
ず
野
館
内
か
ら
は
、（
農
）大
島
西

部
営
農（
北
野
）、（
農
）下
条
営
農
組
合（
浅
井
）、

（
農
）島
営
農
組
合
（
浅
井
）
の
３
法
人
が
富
山

県
農
業
振
興
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
（
農
）大
島
西
部
営
農
は
、
平
成
５
年
に
設
立

さ
れ
た
北
野
集
落
営
農
組
合
を
母
体
と

し
て
、
平
成
18
年
に
近
隣
集
落
を
含
め

た
３
集
落
で
大
島
西
部
営
農
組
合
を
設

立
さ
れ
平
成
27
年
に
法
人
化
さ
れ
ま
し

た
。
経
営
の
特
徴
と
し
て
は
、
射
水
の

特
産
で
あ
る
枝
豆
や
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
栽

培
等
経
営
の
複
合
化
に
取
り
組
ん
で
い

る
こ
と
や
直
播
栽
培
を
水
稲
栽
培
の
３

分
の
１
で
実
施
し
て
お
り
、
作
期
分
散

や
コ
ス
ト
の
軽
減
を
図
っ
て
い
る
こ
と

が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　
（
農
）下
条
営
農
組
合
は
、
麦
種
フ
ァ

イ
バ
ー
ス
ノ
ウ
を
栽
培
さ
れ
、
大
区
画

ほ
場
に
お
け
る
直
播
栽
培
（
カ
ル
パ
ー

及
び
乾
田
V
溝
）
と
機
械
化
体
系
に
よ

り
、
低
コ
ス
ト
・
省
力
化
を
図
っ
て
い

る
こ
と
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　
（
農
）島
営
農
組
合
は
、
平
成
17
年
に
30
戸
で

協
業
経
営
の
集
落
営
農
組
合
を
設
立
し
、
平
成

21
年
２
月
に
46
戸
と
集
落
全
戸
が
構
成
員
と
し

て
加
入
さ
れ
農
事
組
合
法
人
に
な
り
ま
し
た
。

大
豆
の
栽
培
面
積
が
12
・
６
ha
と
南
郷
地
区
で

最
も
大
き
い
中
、
土
づ
く
り
を
基
本
と
し
て
、

栽
培
技
術
を
徹
底
し
、
収
量
と
品
質
の
確
保
に

努
め
て
お
ら
れ
る
こ
と
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

み
な
さ
ん
、
今
回
の
受
賞
本
当
に
お
め
で
と

う
ご
さ
い
ま
し
た
。

祝  

富
山
県
農
業
振
興
賞  

受
賞

▲富山県農業振興賞（米部門）及び米麦改良協会長賞 
　農事組合法人　大島西部営農　  代表　中山 藤右衛門さん（写真中央）
　富山県農業振興賞（麦部門）
　農事組合法人　下条営農組合　  代表　浅井　　隆さん（写真左）
　富山県農業振興賞（大豆部門）  
　農事組合法人　島営農組合　　  代表　織田　富雄さん（写真右）

平成28年4/1（金）～5/25（水）まで

平成29年４月 採用職員募集のご案内



５　いみず野だより いみず野だより　４

　農耕用トラクター・田植機等の　　　　　　　　　　
　登録・名義変更・廃車手続きはお済みですか？
　農耕用トラクターなどの小型特殊自動車を所有している場合は、その車両
で公道を走行しなくても軽自動車税が課税されます。
　お持ちの車両で未登録のものがある場合は、お近くの射水市役所各地区行
政センターで登録の手続きを行い、ナンバープレートの交付を受けてくださ
い。また、組合が法人化された場合も名義変更の手続きが必要になります。
　譲渡、処分等で所有していない車両があれば、３月中に廃車の手続きを行っ
てください。手続きをされないと、翌年度も軽自動車税が課税されることに
なります。

○新たにトラクターや田植機を購入した
○知り合いにコンバインを譲った、または譲ってもらった
○田植機を業者に引き取ってもらった
○トラクターのナンバープレートを紛失した
○以前からナンバープレートのついていないコンバインがある
○営農組合の名称が変更（法人化）になった
○営農組合の代表者交代により、納税通知書の送付先を変更したい

　こんな場合には手続きが必要です。

詳しくは、下記へお問合せください。　

射水市役所 課税課市民税係（大島庁舎 2 階）  

TEL. ５２－７９６０

　お問合せ先

※軽自動車税の基準日は
4 月 1日です。

4月 1日現在所有している車両に、
課税されます。

※農耕用小型特殊自動車の
軽自動車年税額………

2,400円
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繁

脇　

山　

宗　

義

小　

澤　

喜　

義

川　

端　

雅　

人

山　

口　

昭　

彦

野　

崎　

雄　

一

進　

邦　

高　

広

富　

永　

潤　

一

萩　

野　

信　

夫

田　

中　

良　

仁

芝　

野　

博　

之

島　

倉　

文　

則

島　

倉　

昭　

治

高　

田　
　
　

聡

樋　

上　

博　

憲

表　
　
　

友　

昭

真　

野　

智　

弘

松　

本　
　
　

勉

近　

藤　

康　

雄

増　

山　
　
　

豊

宮　

腰　

欣　

也

吉　

田　

耕　

輝

森　
　
　

重　

宗

島　

倉　

和　

彦

関　

井　

克　

治

五
十
嵐　

甚　

吉

片　

口　

和　

美

中　

野　

か
ず
み

舘　
　
　

正　

夫

高　

島　

清　

人

森　

元　

秀　

樹

野　

崎　

欣
一
郎

水　

野　

敏　

彦

出　

口　

清　

秋

田　

中　

美　

憲

森　

下　

繁　

則

川　

西　
　
　

豊

浦　

元　

康　

夫

石　

川　

芳　

信

栗　

山　

信　

治

三　

橋　

哲　

雄

石　

庭　

文　

男

高　

長　

正　

裕

坂　

井　

敏　

章

藤　
　
　

健　

作

杉　

谷　

栄　

作

笹　

川　

祐　

文

森　

永　

英　

二

砂　

原　

康　

伸

森　

田　

彰　

治

森　

田　
　
　

斉

森　

永　

達　

也

石　

黒　

政　

則

大　

橋　

敏　

彦

三　

上　

重　

範

南　

口　

幸　

造

川　

西　

喜
与
一

宮　

崎　

松　

雄

渋　

谷　

英　

一

石　

黒　

清　

志

宮　

崎　

松　

雄

藤　

田　

和　

久

栗　

林　

孝　

則

橋　

本　

清　

和

高　

儀　

政　

則

江　

川　

和　

彦

竹　

内　

秀　

樹

宝　

田　
　
　

裕

鷲　

本　
　
　

進

西　

川　

典　

寿

柄　

戸　

幸　

雄

村　

上　
　
　

茂

岡　

本　

仁　

志

寺　

内　

保　

満

小　

西　

正　

之

高　

山　

賢　

二

山　

田　
　
　

聖

黒　

田　

幸　

雄

寺　

中　

康　

博

黒　

崎　

俊　

夫

原　
　
　

冨
士
夫

岩　

脇　

幸　

男

水　

野　

保　

博

山　

内　
　
　

満

東　

山　

行　

弘

水　

上　

輝　

昭

五　

官　

孝　

二

稲　

垣　

隆　

夫

京　

角　

庄　

一

前　

坪　
　
　

修

川　

口　

武　

治

新　

屋　

則　

輝

宮　

林　

利　

成

松　

井　
　
　

均

道　

谷　

尚　

久

中　

波　

政　

志

前　

川　

宣　

弘

林　
　
　

重　

義

四　

辻　
　
　

彰

高　

浪　

隆　

広

高　

波　

幹　

雄

境　
　
　
　
　

豊

西　

野　

喜　

悦

坂　

本　

浩　

二

肥　

田　

幸　

裕

堤　

谷　

豊　

吉

大　

場　

英　

俊

大　

垣　

博　

暉

山　

内　

茂　

治

桜　

川　

正　

俊

大　

隅　

将　

由

藤　

井　
　
　

實

金　

瀬　

正　

雄

小　

川　

泰　

昭

正　

橋　

宏　

紀

星　

野　

正　

義

小　

谷　

宗　

昌

稲　

垣　

幸　

男

石　

橋　

正　

光

高　

瀬　

友　

義

福　

本　
　
　

学

肥　

田　

和　

明

篠　

原　

加
津
也

吉　

岡　

信　

治

高　

橋　
　
　

悟

犀　

藤　

哲　

男

塚　

元　

明　

浩

鎧　

塚　

庄　

一

萩　

原　

信　

行

坂　

井　

泰　

広

才　

藤　

康　

宏

宮　

西　

与　

吉

中　

屋　

弥　

久

表　
　
　

喜　

司

竹　

内　

紘　

一

広　

本　

幹　

彦

田　

中　

秀　

昭

竹　

内　

一　

彦

藤　

田　

洋　

道

斉　

藤　

茂　

樹

布　

目　

利　

幸

夏　

野　
　
　

茂

初　

田　

良　

則

中　

野　

政　

信

高　

橋　

興　

市

山　

田　

春　

夫

砂　

田　

與
志
男

長　

谷　

吉　

宗

三　

橋　

昭　

男

加　

藤　

勝　

久

高　

田　

裕　

幸

高　

橋　

久　

和

山　

本　

良　

三

中　

谷　

明　

広

泉　
　
　

義　

雄

堀　
　
　

栄　

二

鳥　

越　

泰　

市

松　

長　

博　

之

古　

野　
　
　

勉

堀　

田　

豊　

和

安　

東　
　
　

誠

宮　

林　

正　

男

津　

田　

伸　

也

宮　

崎　

義　

和

小　
　

林

八　
　

塚

小　
　

島

中　
　

野

若　
　

杉

北　
　

野

西　
　

園

善 

光 

寺

放 

生 

津

法 

土 

寺

中　
　

部

四
日
曽
根

西　
　

部

寺 

塚 

原

沖 

塚 

原

朴 　

 

木

松 　

 

木

川 　

 

口

宮 　

 

袋

坂  　

東

作  　

道

野　
　

村

殿　
　

村

津 

幡 

江

今　
　

井
沖

鏡　
　

宮

高　
　

島

布　
　

目

高　
　

木

久 

々 

湊

手
崎
西
部

手
崎
東
部

江　
　

上

針　
　

原

大
江
代
表

大
江
代
表

大 

江 

１

大 

江 

２

大 

江 

３

大 

江 

４

大 

江 

５

鷲
塚
代
表

鷲 

塚 

１

鷲 

塚 

２

鷲 

塚 

３

白
石
代
表

白 

石 

１

白 

石 

２

白 

石 

３

白 

石 

４

白 

石 

５

西
高
木
代
表

片　
　

口

高　
　

場

古 

高 

場

久 

々 

江

古
明
神
１

古
明
神
２

新 

明 

神

東　
　

町

中　
　

町

西　
　

町

射 

水 

町

１
区（
加
茂
中
部
）

２
区（
加
茂
中
部
）

３
区（
加
茂
中
部
）

４
区（
加
茂
中
部
）

５
区（
加
茂
中
部
）

６
区（
加
茂
中
部
）

７
区（
加
茂
東
部
）

８
区（
加
茂
東
部
）

９
区（
三　
　

箇
）

10
区（
三　
　

箇
）

11
区（
山　
　

屋
）

12
区（
白　
　

石
）

13
区（
白　
　

石
）

14
区（
白　
　

石
）

15
区（
白　
　

石
）

16
区（
白　
　

石
）

17
区(

摺 

出 

寺
）

18
区(

摺 

出 

寺
）

19
区(

八　
　

講
）

西
高
木
１

西
高
木
２

西
高
木
３

稲
積
代
表

稲 

積 

１

稲 

積 

２

稲 

積 

３

黒 

河 

１

黒 

河 

２

黒 

河 

３

黒 

河 

４

黒
河
４
―
２

黒 

河 

５

黒 

河 

６

黒 

河 

７

黒 

河 

８

黒 

河 

９

黒 

河 

10

黒 

河 

11

黒 

河 

12

野　
　

手

水
上
谷
１

水
上
谷
２

青
井
谷
１

青
井
谷
２

青
井
谷
３

青
井
谷
４

青
井
谷
５

宿　
　

屋

浄
土
寺
１

浄
土
寺
２

浄
土
寺
３

上 

野 

１

上 

野 

２

20
区(

小　
　

杉
）

練　
　

合

七　
　

軒

東　
　

町

中　
　

町

西　
　

町

浜　
　

開

中　
　

野

八　
　

島

穴　
　

場

野　
　

寺

柳 

瀬 

新

柳 　

 

瀬

二
十
六
町

本
江
西
部

本
江
東
部

本
江
中
部

足　
　

洗

針
山
南
部

道　
　

番

中　
　

新

上 

野 

３

上 

野 

４

平　
　

野

北　
　

野

椎　
　

土

山 

本 

新

土　
　

代

五 

歩 

一

大 

白 

１

大 

白 

２

二
ノ
井
１

二
ノ
井
２

赤 

田 

１

赤 

田 

２

下 

条 

新

二　
　

口

二　
　

口

中　
　

村

大
門
本
江

棚

田

安

吉

本
田
・
下
若

枇 

杷 

首

水
戸
田
西
区

水
戸
田
中
区

水
戸
田
東
区

生
源
寺
東
部

生
源
寺
中
部

生
源
寺
西
部

鎧　
　

塚

市　
　

井

若　
　

林

竹　
　

鼻

開　
　

口

藤　
　

巻

西 

広 

上

広
上
第
１

広
上
第
２

上　
　

条

　

 

島 　

堀　
　

内

土
合
第
１

土
合
第
２

土
合
第
３

本　
　

村

西　
　

村

小
泉
第
１

小
泉
第
２

牧　
　

田

布 

目 

沢

円　
　

池

荒

町

松　
　

原

宮 

新 

田

新　
　

田

大 

久 

保

竹　
　

原

梅　
　

木

山 

ノ 

谷

今 

開 

発

本 

開 

発

新 

開 

発

赤　
　

井

鳥　
　

取

南 

高 

木

北 

高 

木

平
成
28
年

　
よ
り
一
層
の
ご
協
力
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

生
産
組
合
長
名
簿

小
杉
支
店

新
湊
支
店

新
湊
南
支
店

太
閤
山
支
店

三
島
野
支
店

大
島
支
店

南
郷
支
店

片
口
支
店

堀
岡
支
店

東
部
支
店



●
料
理
教
室
・
手
芸
教
室
閉
級
式

　

２
月
５
日（
金
）、
家
の
光
記
事
活
用

の
料
理
・
手
芸
教
室
の
合
同
閉
級
式
が

「
川
金
」
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
料
理

教
室
18
名
手
芸
教
室
11
名
の
参
加
で
す
。

　

当
日
は
、
お
天
気
も
良
く
み
な
さ
ん

バ
ス
に
乗
る
や
い
な
や
久
々
の
再
会
に
、

よ
も
や
ま
話
に
花
が
咲
き
、
ア
ッ
と
い

う
間
に
「
川
金
」
に
着
き
ま
し
た
。

　

冬
の
快
晴
に
恵
ま
れ
、
部
屋
か
ら
眺

め
る
景
色
に
う
っ
と
り
し
な
が
ら
、
参

加
者
の
皆
さ
ん
の
手
作
り
作
品
に
作
り

方
を
教
わ
っ
た
り
自
慢
し
あ
っ
た
り
、

有
意
義
な
時
間
で
し
た
。

　

美
味
し
い
食
事
を
楽
し
み
な
が
ら
、

カ
ラ
オ
ケ
を
歌
っ
た
り
と
ゆ
っ
た
り
と

し
た
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

途
中
、
お
か
み
さ
ん
の
挨
拶
の
中
で
、

「
今
日
は
、
閉
級
式
と
お
聞
き
し
ま
し
た

が
、
皆
さ
ん
の
お
顔
に
は
、
次
回
か
ら

も
ま
た
、
頑
張
る
ぞ
と
出
て
い
ま
す
よ
。

是
非
続
け
て
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
」
と

の
嬉
し
い
お
言
葉

も
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

来
年
度
の
教
室

に
も
、「
一
人
で

も
多
く
の
部
員
の

方
が
参
加
し
て
い

た
だ
け
る
様
に
、

お
互
い
に
声
を
掛

け
合
い
ま
し
ょ
う
」
と
約
束
を
し
、
帰

路
に
着
き
ま
し
た
。　
　
（
片
口
支
部
）

●
「
食
と
農
を
考
え
る
集
い
」に
参
加
し
て

　

飽
食
の
時
代
と
言
わ
れ
て
久
し
い
今

日
、
生
活
様
式
の
多
様
化
・
食
習
慣
の

乱
れ
等
か
ら
起
き
て
い
る
生
活
習
慣
病

な
ど
の
増
加
に
伴
う
改
善
策
と
し
て
、

〈
食
の
安
全
・
安
心
〉
を
し
っ
か
り
見
据

え
る
大
切
さ
、
次
世
代
を
担
う
子
供
た

ち
へ
の
食
農
教
育
の
推
進
、
さ
ら
に
地

産
地
消　
農
業
・
農
村
が
果
た
す
役
割
に

つ
い
て
理
解
と
実
践
を
目
的
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

女
性
部
員
他
関
係
者
約
３
０
０
有
余

名
が
参
加
、
谷
井
女
性
協
会
長
は
第
三

次
食
育
文
化
推
進
・
食
文
化
食
生
活
を

足
元
か
ら
見
直
そ
う
、
穴
田
中
央
会
長

は
地
域
農
業
の
活
性
化
・
協
同
組
合
の

徹
底
・
農
業
者
所
得
の
増
大
・
語
ろ
う

富
山
の
農
業
未
来
等
、
現
状
説
明
と
報

告
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。
続
い
て
「
富

山
県
の
食
材
は
素
晴
ら
し
い
」
と
題
し
、

フ
ラ
ン
ス
料
理
レ
ス
ト
ラ
ン
小
西　
店
主

　

小
西
謙
造
氏
の
講
演
が
あ
り
、
優
れ
た

食
材
の
宝
庫
〝
富
山
〟
の
特
産
品
を
フ

ル
活
用
し
て
い
き
た
い

と
熱
く
語
っ
て
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
。

　

第
二
部
は
シ
ネ
マ
鑑

賞
『
ぶ
ど
う
の
な
み
だ
』

〝
ぶ
ど
う
の
樹
〟を
通
し

目
的
に
向
か
っ
て
邁
進

す
る
こ
と
懸
命
に
成

し
遂
げ
る
こ
と
の
大
切

さ
を
学
び
私
た
ち
の
人

生
に
も
通
じ
る
も
の
が

あ
る
よ
う
に
感
じ
ま
し

た
。

いみず野だより　６７　いみず野だより

今
後
の
行
事
予
定
　
３
月
19
日
㈯  

女
性
部
通
常
総
会  

／  

４
月
13
日
㈬  

県
女
性
部
通
常
総
会

　

２
月
19
日（
金
）・
20
日（
土
）の

２
日
間
、
い
み
ず
野
農
業
機
械
セ

ン
タ
ー
に
て
農
業
機
械
大
展
示
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
展
示
会
は
、
ク
ボ
タ
や
ヰ

セ
キ
、
ヤ
ン
マ
ー
を
は
じ
め
と
し

た
メ
ー
カ
ー
各
社
が
ト
ラ
ク
タ
ー

や
コ
ン
バ
イ
ン
等
の
大
型
の
農
業

用
機
械
か
ら
管
理
機
や
草
刈
り
機
・

工
具
ま
で
、
最
新
の
農
機
具
を
出

展
す
る
農
業
機
械
展
示
会
で
す
。

　

会
場
に
は
コ
ン
バ
イ
ン
や
ト
ラ

ク
タ
ー
、
田
植
機
な
ど
の
営
農
組

織
や
大
規
模
農
家
向
け
の
大
型
機

械
や
家
庭
菜
園
に
も
適
し
た
小
型

の
耕
耘
機
な
ど
多
彩
な
農
機
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

両
日
と
も
イ
ベ
ン
ト
で
は
農
薬
散
布
た
め
の
ラ
ジ
コ
ン
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
体
験
が
で
き
る
コ
ー
ナ
ー
が

あ
り
、
来
場
者
は
画
面
に
向
か
っ
て
操
縦

を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
肥
料
・
農
薬
を
展
示
し
た
営
農

相
談
コ
ー
ナ
ー
や
お
持
ち
い
た
だ
い
た
米

の
う
ま
み
を
数
値
化
す
る
食
味
値
測
定
診

断
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
機
械

の
展
示
以
外
の
ブ
ー
ス
で
は
あ
つ
あ
つ
の

う
ど
ん
が
無
料
で
振
る
舞
わ
れ
、
大
勢
の

来
場
者
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

い
み
ず
野
農
機
展
示
会
開
催

　　　　第53回 ＪＡ富山県女性組織協議会

旅行実施日 平成28年６月12日㈰～13日㈪

【２名～４名様利用は】
　●４名様利用：2,500円増　●３名様利用：4,500円増
　●２名様利用：8,000円増

（大人お一人様・定員５名利用）
　女性部員に助成金あり

宿　泊　先

添　乗　員

舘山寺温泉
舘山寺サゴーロイヤルホテル

食事条件 朝１回・昼２回・夕１回

同行致します

募集締切 平成28年５月10日㈫

ご旅行代金 36,800円

行　　　　　　　　　　　　程 食　事

6/12
㈰

富山県各地　　　　富山 IC（起点）　　休憩３回（45 分）　　島田金谷IC　　新金谷駅　　　大井川鉄道ＳＬ乗車体験

（車中弁当）　　　　　千頭駅　　　　グリーンピア牧之原／見学　　　　浜名湖畔に沸く  舘山寺温泉（宿泊）
朝：×
昼：○
夕：○

6/13
㈪

ホテル　　はままつフラワーパーク／見学　　うなぎパイファクトリー／見学　　浜松西 IC　　音羽蒲郡 IC　

　蒲郡オレンジパーク／昼食・果物狩り　味のヤマスイ／買物　音羽蒲郡 IC　休憩３回（45 分）　富山 IC（起点）　　富山県各地

朝：○
昼：○
夕：×

予定日程表

8:50

12:00 ／ 14:00 頃 20:15 頃 夜

11:50 頃発6:00 頃

昭和にタイムスリップ

13:10 頃着 17:00 頃

舘山寺サゴーロイヤルホテルは、浜名湖かんざんじ温泉に位置するリゾートホテルの雰囲気溢れる温泉旅館です。魚介類など地域食材を活か
した美味しい料理や浜名湖畔の美しい景観だけでなく、あらゆる観光資源を生かした「感動体験」ができる旅のサポート役を目指しています。

お茶畑と製茶工場 地上 40 メートルの露天風呂

　■舘山寺温泉　舘山寺サゴーロイヤルホテル

四季折々の花と緑が楽しめる

しらす詰め放題付！！

※上記日程表は 2016 年１月 15 日現在の予定であり、天候・交通事情またはその他の理由により変更になることもございますので予めご了承ください。
※集合、解散地、および時間は後日改めて、最終日程表にてお知らせ致します。

昭和にタイムスリップ！ 地上40メートルの露天風呂

大井川鉄道ＳＬ乗車体験と舘山寺温泉の旅
２日間の旅

あさり釜まぶし御膳とメロン１玉お土産付

浜松銘菓のお菓子工場の見学

早朝

ママさん
大 学

フライ＆ぱしふぃっくびいなすクルーズ

利尻・礼文北
海
道

■スケジュール
月日 スケジュール 食　事 ドレスコード

6/30
㈭

各地より空港へ　　富山空港　　新千歳空港　　（貸切バス）　

小樽港発　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　船中（泊）

朝：×
昼：○
夕：○

カ
ジ
ュ
ア
ル

7/1
㈮ 利尻島（沓形港）入港（利尻・礼文２島早回り観光）　　　船中（泊）

朝：○
昼：○
夕：○

カ
ジ
ュ
ア
ル

7/2
㈯ 　　　　　（奥尻島沖通過）　　　　　　　　　　　　船中（泊）

朝：○
昼：○
夕：○

カ
ジ
ュ
ア
ル

7/3
㈰ 　　　　　越前岬沖　　　　　　敦賀港入港　　　　　各地へ

朝：○
昼：○
夕：－

ぱしふぃっくびいなすクルーズ

16:00 到着　17:00 出港

8:00 入港

6:30 頃

8:00 頃 10:00 入港予定

18:00 出港

11:00 ～ 14：00 頃

※スケジュール・寄港地・入出港時間・航路・イベント等の内容、日程は諸事情により変更となる場合がございます。
※気象・海象などの条件により、上陸できない場合もございますので、予めご了承ください。
　尚、その場合のご旅行代金の減額は致しかねます。

４
日
間

ステートルームＪ３名１室利用

◆旅行実地日　2016年6月30日㈭～7月3日㈰
◆ご旅行代金　136,000円～（大人お一人様・税込）



定期積金
キャンペーン

平成28年 3月1日㈫～6月30日㈭取扱期間口
座
振
替

　の
方
限
定

掛込期間
 2年以上でかつ
給付金額
 50万円以上

対象のお客様

お預け入れ金額

個人の方のみ

444倍倍倍

金利がなんと！

0.1%0.1%0.1%
店頭金利　0.025％（期間 3年未満）
　　　　　　＜2月16日現在＞の4倍で、固定の

ⓒちょリス

ワオ！！

※中途解約される場合は、当ＪＡ所定の中途解約利率を適用させていただきます。（手数料なし）
※当定期積金は、元本保証商品で、貯金保険制度の対象となっています。（元本1,000万円とその利息まで）
※お利息は20.315％（国税15.315％＊、地方税5％）の分離課税となります。
　＊平成49年12月31日まで復興特別所得税が付加されています。

ムリのない額からコツコツと…目標積立プラン（毎月掛金）

※満期時には、利息相当額（給付補てん金）が加算されます。

100万円
以上コース

コース
期間

50万円
以上コース

10年（120回）

9,000円
5,000円

4年（48回）

21,000円
11,000円

3年（36回）

28,000円
14,000円

2年（24回）

42,000円
21,000円

いみず野だより　８

お得な金利決定!
期間 2016. 3月1日㈫～3月31日㈭

a t t a c k   o n   s p r i n g

JAいみず野

募集総額
預入期間 1年、3年を合算して20億円まで

対象となるお客様
個人の方

お預入れ金額
20万円以上～1,000万円未満

お預入れ期間
1年もの（単利型）・3年もの（複利型）

対象定期貯金
スーパー定期

（新規預け入れの定期貯金のみ、対象となります。）
（自動継続でお預け入れの場合、継続後の利率は店頭表示金利となります。）
※中途解約される場合は、当ＪＡ所定の中途解約利率を適用させていただきます。（手数料なし）
※お利息は20.315％（国税15.315％※、地方税５％）の分離課税となります。※平成49年12月31日まで復興特別所得税が付加されています。
※金利情勢等により予告なく本定期貯金のお取扱いを中止させていただく場合があります。

0.2年 ％

3年
（複利型）

1年
（単利型）
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